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ラロンコン大学 Soottiporn Chittmittrapap 副学長，
キングモンクット工科大学 Kraiwood Kiattikomol
学長，ラジャマンガラ工科大学 Sakit Chantanotoke






















































































































日誌 2006.11.1 ～ 11.30
１１月１日　全学共通教育システム委員会
　　〃　　ＩＩＯフェア































































































　“In rowing, there is no room for those who do 
not have unquestioned work ethic in pulling for 

























































































































































































































































réfutation bouddhique de la permanence des 
choses （sthirasiddhidu-s・an・a） et la preuve de la 
momentanéité des choses （ks・an・abhan
・gasiddhi）" 
（Paris, 1976）， "Blo gsal grub mtha'"（Kyoto, １９８２），
『ツォンカパ』（東京， １９９６） ，"Bon sgo gsal byed" 
2297















































































































































































































































































































































京大広報 2007. 1　No. 619
い関係があることがわかってきました。太陽活動観測からこういうことが起
こることを予測するのは「宇宙天気予報」という新しい研究分野です。学術創
成研究（代表：柴田一成，平成１７年～２１年）の
援助を得て，その基礎研究を推進しています。
また先日打ち上げられた太陽観測衛星「ひの
で」による研究にも深く関わっており，地上
での観測と突き合わせながら共同で研究を進
めていきます。これらの太陽観測をもとにして，爆発現象の機構を探り再
現するための計算機シミュレーションや，恒星活動現象の観測も行ってい
ます。
　また宇宙物理学教室，国立天文台，名古屋大学と共同で，民間のナノオ
プトニクス研究所と連携し，次世代の天文学を切り拓く複合鏡望遠鏡製作
の基礎となる超高精度研削技術の開発を，産学連携プロジェクトとして推進しています。この研削技術開
発は，産業方面への発展も非常に期待される夢多きプロジェクトとなっています。
　　花山天文台・飛騨天文台の一般公開
　理学研究科附属天文台では平成１１（１９９９）年から毎年一回一般公開を行っており，今年度は平成１８年９月
３０日（土）に花山，飛騨の両天文台で実施しました。今回の主な企画は，１）花山天文台のザートリウス１８
cm屈折望遠鏡，７０cmシーロスタット太陽望遠鏡，４５cm屈折望遠鏡や飛騨天文台の太陽磁場活動望遠鏡，
ドームレス太陽望遠鏡，６５cm屈折望遠鏡等の設備やそれを用いて得られた最新の研究成果の紹介，２）
テレビ会議システムを利用して両天文台をつなぎ，飛騨天文台で撮られている太陽画像をリアルタイムで
解説するデジタルライブ，３）より一般的で基礎的な天文学の講演や解説ポスターの展示，ポスターを見
ることで正解の分かるクイズラリー，４）廃棄ＣＤを利用して分光器を作って色々な光を覗いてみる等の
体験もの，５）計算機による天体現象のシミュレーション解説，６）４５cm屈折望遠鏡（花山）や６５cm屈折
望遠鏡（飛騨）等を実際に目で覗く天体観望でした。今回は幸い好天に恵まれ，昼は太陽，夜は月のクレー
ターや木星の縞模様，木星の周りのガリレオ衛星などをしっかり見ることができました。
　参加者は幼児から年配の方まで年齢層は幅広く，京都府や岐阜県
の方を中心に，花山天文台で約４００人，飛騨天文台で約１００人の参加
がありました。アンケートでは，「太陽のスペクトルがきれいだっ
た。」（花山），「あんな山の中にこんなに大きな施設があるのに驚い
た。」（飛騨）などの感想をいただきました。　　　　　　
　今後も天文学の面白さ，奧深さを一般の方にもっと知って頂くた
めに，この活動を続けていくつもりです。この催し物のため，京大
の沢山の学生や一般のボランティアの方々に協力して頂きました。
　（飛騨天文台）
　住　所　岐阜県高山市上宝町蔵柱
　電　話　０５７８－８６－２３１１
　メール　webmaster@kwasan.kyoto-u.ac.jp
職員構成
教員５名（4名），技術職員
２名（2名），非常勤職員１２
名（6名），ポスドク研究員
６名（2名），大学院生 15名
（カッコ内（内数）は主に飛騨天
文台で研究，勤務する者。）
飛騨天文台へのアクセス
　・ＪＲ高山駅から濃飛バス約１時間
　・ 東海北陸道・飛騨清見インタ （ー京都東インター
から約２４０ｋｍ）から自動車で約１時間３０分
飛騨天文台での天体観望の様子
